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E. Husserl insists what is the root of all kinds of possibility of Cognition is doing truthfully 
[Cognizing of my self] by my self. When we cognize the givenness of pure-phenomenon in our 
phenomenon by an essential-intuition of object in general, we can find how we experience the world 
and see what we accept on these. And we will know that these essences relate each other by our 
desire of living and keep our selves’ what we are. These meanings always emerge and gone, in this 
moment, we have our reality and stand how we are. And how we have and stand is based on how we 
cognize our living of ourselves. To reach and grasp these meanings in obvious and know the essence 

































































































































































































































































































































































































































































































































































































                                                          
i たとえばハイデガーは『存在と時間』の中で現存在の存
在忘却という問題を取り上げ、世人という中間的な有様
の中で、現存在は自己の実存の本来的な可能性を見失い
頽落してしまうと指摘している。 
 
ii フッサールによるデカルトの哲学的制札についての原
理的批判はフッサール著作『デカルト的省察』および『イ
デーンⅠ-1』を参照。詳論は別に譲らねばならない。 
 
iii この点については特にヴィトゲンシュタインの『哲学探
究』における『言語ゲーム』の概念について参照された
い。 
 
iv 〈イデー化的抽象〉によって純粋現象の内実が純粋直観
によって区別されてゆくと、さらにたくさんの豊かな内
容がそのうちにあることが発見されてゆく。フッサール
は、〈イデー化的抽象〉の区分の原理を師・ブレンター
ノの「志向性」という概念を援用して説明している。こ
の志向性が現出と現出されるもの（本質）の関係性の成
立とその根拠を解明する上で重要な役割を果たすこと
になる。このことは別の機会に詳細を取り上げて論ずる
必要があるが、以下を参照のこと。 
 
「認識体験はなんらかの志向(intentio)をもつものであ
り、それらは何かを思念し、それぞれの仕方で何らかの対
象性に関係しているのである。」(81) 
 
〈志向性〉は対象そのものが本質において表れてくる上
での、いわば水路のような役割を担っている。それは〈対
象-本質-連関性〉の根拠を示す概念であると考えられる。
認識源泉は純粋現象そのものの現出であるが、その現出に
おいて、思考に基づいて対象性の本質が直観的に把握され
ることが可能であるのは、いわば、志向性の水路を認識源
泉からたどることができるからである。 
 
v フッサールの説明は以下。現象学研究は「直接的直観によ
って構成される類的事態の本質分析であり究明」なのであ
る。それは「直観的に解明し、意味を規定し、意味を区別
するという方法で研究を進め」、「比較し、区別し、結合し、
関係づけ、部分にわかち、あるいはまた諸要素を分離する
……これらはすべて純粋直観によって行なわれる」。「厳密
な現象学的還元の内部での直観的・イデー化的方法は現象
学の独占的私有財であり、またこの方法が認識批判の意味
に、また一般に理性のあらゆる批判（したがって価値判断
理性や実践理性の）に本質的に属している」。 
 
E. フッサール『理念』における現象学の構想について
